
平成２２度　大町町立大町小学校   学校評価計画

１　学校教育目標

２　学校経営ビジョン

３　本年度の重点目標 ４　前年度の成果と課題

５　総括表

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策 担当者 区分

学校
運営

○学校経営方針
学校経営ビジョン(目ざす子ども像)の周
知

・全校朝会の折、目ざす子ども像を学期毎に指導
する。
・児童像を校内に掲示し、児童の意識付けを図る。 校長

教頭
管理部　

○安全管理・危機管理
児童の交通安全能力・危機回避能力の
向上

・防犯ブザー点検を各週に、ヘルメット着用調査を
１、２学期に実施する。
・児童には全体での指導を行ったときには、必ず各
学級、学年での指導を行う。
・保護者への理解と協力を得るために所持・着用の
大切さや、所持率・着用率のお知らせの学校便りを
年に２回は発行する。
・各種避難訓練の実施
・保護者や地域と連携し、危険箇所点検やパトロー
ルを行う。

教頭
生徒指
導主任

管理部
生徒指導

部

教育
活動

大町型授業実践による分かる授業と基
礎基本の徹底

・大町型授業の全校授業研を年４回実施する。
・宿題を原則として、すべての学年で、毎日出す。

「学習ルール」の周知徹底

・すべての学年で、生活チェック表による生活チェッ
クを毎日行う。
・家庭での協力を得るために、学習ルールのポス
ターを全家庭に配布する。

いじめや差別のない風土づくり

・「大町っ子こころの詩」を選定し、推奨する。
・人権や平和について考える週間を設定する。
・講師招聘による人権・同和教育研修会を開く。

道徳教育の推進と道徳の授業の充実

・授業公開の年間予定を作る。
・指導計画作成のための枠組み・手順を提示する。

人権・同和教育の視点に立った学級づ
くり

・エンカウンターなどを取り入れ、児童の心を開か
せていく。
・人権や平和、命に関する授業を全学級で年間１回
以上行う。

○特別支援教育 特別支援教育の充実

・校内支援委員会を実施し、支援状況を確認する。
・特別支援教育コーディネーターと教育相談担当者
が協力し、支援が必要な児童の在籍する学級の支
援が適宜できるようにする。
・個別の支援計画・指導計画を作成し、全職員がそ
れに従って支援・指導できるようにする。

生徒理解の推進と居場所づくり

・生徒指導連絡会を開催し全職員が共通理解し連
携して指導する。
・毎月末に「今月のこころ」のアンケートを行う。

「生活のルール」の周知徹底

・生活ルールのポスターを全家庭にも配布し、連携
して指導する。
・学期毎に「生活ルールのチェック週間」を設け「生
活ルール」の徹底を図る。

体つくりの推進

外遊びの奨励。
学級用のボールや長縄などを配布する。
大町タイムの実施。
なわとび大会の実施。

体育主
任

保健・安全指導の充実

内科検診の結果を児童（保護者）に伝え、治療する
よう指導する。
歯を大切にする習慣や目の愛護デーなどを集会や
放送などでアピールする。

保健主
事

学習ルールのアンケートを実施し、達成率を９０％以上にする。

自分の心や体の健康に関心を持ち、大切にする児童を９０パーセント
以上にする。

特別支援が必要な児童を全職員が把握する。

外遊びの好きな児童を７０パーセント以上にする。

●健康・体力つくり

○生徒指導

児童理解において早期の問題発見、対応に努める。

生活ルールアンケートを実施し、達成率を９０％以上にする。

・全学級、道徳の時間を保護者に公開する。地域への道徳授業の公
開も行う。
・　各学年の年間指導計画を立てる。

・互いのよさを認め合い、助け合う児童を育てる。
・身近な問題に気づき、連携して問題を解決していこうとする児童を育
てる。

大　磨　　智　誠
－　知・徳・体を大きく磨き　人格の完成をめざす　－

〈目ざす学校像〉　・素直なあいさつのできる学校　・児童と教師が共に明朗で活気に満ちた学校　・ふるさと学習、福祉活動やボランティア活動が
活発な学校　　　　　　　・自主性に富み元気のある学校
〈目ざす教師像〉
○使命感
・教職に誇りと自信を持つ教師　・自己研修と指導実践に励む教師　・心の触れ合いを大切にして児童と共に学ぶ教師
○信頼感
・心身ともに健康で、人間性豊かな教師  ・児童の能力を伸ばし、個性を生かす教師　・常に児童と共に働き、同僚と協働する教師　・教育公務員
としての高い倫理観を持ち、児童、保護者、地域に信頼される教師
〈目ざす児童像〉　・自ら意欲的に学習する児童　・礼儀正しく、思いやりの心を持つ児童　・責任感のある健康でたくましい児童　・一人ひとりが全
力を出し、共に働き創造していく児童

　成果
評価項目、評価の観点、具体的目標、具体的方策と全職員の共通理
解のもとに実施した。また、評価や成果と課題についても全職員で検
討し、学校評価に関する関心が高まってきた。生徒指導面・特別支援
教育面については充分機能し、特別支援教育では、いい結果を得る
ことができた。中学校との連携は平成２３年度の一貫校を目指して
しっかり取り組むことができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題
①　学力の向上　国語より算数の落ち込みが大きい。算数の指導法
の研究に力を入れ学力の向上を図る。
②　心の教育と生徒指導の連携・強化　　家庭への啓発はもちろん児
童本人にも心の教育を充実させることにより、本人の力を高める指導
を強化する。
③関係機関との連携強化　児童を取り巻く課題は、学校単独では解
決しがたい課題が多くなっている。各種関係機関との連携をさらに強
化する必要がある。特別支援コーディネーター・教育相談担当者を中
心に学校内の組織力を高め、学校が組織体として他機関との連携に
あたる。
④　小中連携　平成２３年度の一貫校開校という目標がある。これま
での連携を整理・強化し、さらに共通理解を深めながら小中連携教育
を推進する。

〈学力の向上〉
○大町型授業実践による分かる授業と基礎基本の徹底
○｢学習のルール｣の周知徹底
〈心の教育・生徒指導〉
○いじめや差別のない支持的風土づくり
○道徳教育の推進と道徳の授業の充実
○人権・同和の視点に立った学級づくり
○生徒理解の推進とと居場所づくり
○「生活のルールの周知徹底」
〈健康・体づくり〉
○体つくりの推進
○保健・安全指導の充実
○食育指導の推進
○安全点検
〈小中一貫教育に向けた取組の推進〉
○キャリア教育を中核とした教育活動の推進
○児童生徒の交流の推進
○家庭・地域との連携の推進

◎研究
主任

教務主
任

指導方
法改善

具体的目標

学校教育活動に目ざす子ども像を意識して臨む児童を９０％以上ｊに
する。

防犯ブザーの所持率、自転車のヘルメット着用率、子ども１１０番の家
の周知率を８５％以上にする。

●学力の向上

●心の教育

◎生徒
指導主

任
教育相

談

学習指導
部（専）

保健体育部

国・算学力検査の結果を昨年度より向上させる。

人権を意識させ、差別をしない、差別を許さない児童を育てる。
・平和の大切さ、命の大切さを理解するように促す。
・職員の人権・同和教育に対する認識を深める。

生徒指
導・教育
相談部

生徒指導
部会（専）

◎人権・
同和教
育主任
道徳主

任
特別支
援主任

総括的な教育目標を、より具体的な児童生徒や教師、学校の「姿」としてイメージする

このうち、特に今年度力を入れるものを絞り込む
絞り込むに当たって、特に、前年度、「何ができて、

何ができなかったか」を参考にする

絞り込んだ重点目標の成果や課題を具体的に評価するためには、どのような項目や指標を盛り込むべきかを考える



食育指導の推進

・給食時間において担任や給食主任、栄養教諭と
連携し、準備、食べ方、後始末などの指導を行う。
・栄養教諭・担任が連携し、学級活動等において指
導を行う。

栄養教
諭

キャリア教育を中核とした教育活動の
推進

付けさせたい力、育てたい力を共有し、カリキュラム
を作成し実践する。 専門部

代表
教務

児童生徒の交流の推進

・運動会や文化祭に相互参加をする。
・授業の乗り入れを行って子どもの意欲を引き上げ
ていく。 交流部

長

家庭・地域との連携の推進

先ずは学校で取り組めることを推進する。その後、
家庭や地域でも取り組んでいきたいことを呼びかけ
ていく。

交流部
長
教頭

特定
課題

●小学校低学年の学習環
境の改善充実

基本的な生活習慣及び学習習慣の育
成

・学習の準備ができていない児童へは個別指導を
する。
・校内低学年指導委員会を開催し、児童の実態の
変化に対応した指導を行う。

低学年
主任

学習指導
部（専）

○小中一貫教育に向けた
取組の推進

小中間で児童生徒を交流する機会を設けて、親睦の強化と教育活動
の一層の充実を図る。

９年間を見通した、学力の向上と心の教育の取り組みを学校だよりや
ホームページで学期に１回以上は知らせる。

準備、食べ方、後始末など給食時の指導を徹底する。
栄養教諭と担任の連携により食育についての指導を年間を通して計
画的に行う。

●健康・体力つくり 保健体育部

「時間を守る」「学習の準備をする」「話を最後まで聞く」の達成率を９
０％にする｡

特別活動
部会

交流部
（専）

各教科、領域を通して４能力、８スキルを育成する。


